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校名案候補に対する委員からの意見について 

 

No. １ 校名案候補 
おおみなとむつ こうとうがっこう 

大湊むつ高等学校 

【理由】 

○ 両校とも伝統と歴史ある高校であることを考え、大湊・むつの名称を残していくべ

き。 

○ むつ市という広域自治体と大湊という地域の歴史・地理的な要素を融合させた名称

であり、地域に根ざした教育機関としての役割を象徴している。 

  両校の名前を尊重する形で残すため、卒業生や関係者にとっても心理的な抵抗が少

なく統合に伴う変化の中でも、「昔の面影がある」「自分の出身校が受け継がれてい

る」という連続性を強く感じ取ることができると思う。 

○ 名前がわかりやすい。 

 

 

No. ２ 校名案候補 
しもきたそうごう こうとうがっこう 

下北総合高等学校 

【理由】 

○ 下北地区の総合高等学校であると明快に理解できる名称である。 

○ 大湊高校の特徴の総合学科と工業高校の統合の新しい学校名としてふさわしいと

思う。 

○ 「むつ」も「大湊」も残さないのであれば…。 

○ 総合が普通科、工業科をイメージさせてくれる。 

○ 普通、商業、工業の他に探究の授業への取組も含め総合という表現がよい。 

○ 「むつ」に限定するだけでなく、「下北」と広げることで地域の高校と位置づける意

味でも良い。 

○・ シンプルでわかりやすい。 

 ・ 今後の情勢の変化にも対応できそうで良いと思う。 

○ 学科の枠を越えて教育活動を進めたり、地域と連携し地域産業に貢献していく下北

にある新しい総合高等学校であるということから。 
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No. ３ 校名案候補 
むつおおみなと こうとうがっこう 

むつ大湊高等学校 

【理由】 

○ 「むつ工業」「大湊」両校の名前を残し、それぞれの学校の歴史、伝統を継承する学

校であることを示したい。 

○ 同窓会役員会の案。両校の校名を残した形としている。 

○ 「大湊」を残したいという声が多いから。 

○ むつ市という広域自治体と大湊という地域の歴史・地理的な要素を融合させた名称

であり、地域に根ざした教育機関としての役割を象徴している。 

  両校の名前を尊重する形で残すため、卒業生や関係者にとっても心理的な抵抗が少

なく統合に伴う変化の中でも、「昔の面影がある」「自分の出身校が受け継がれている」

という連続性を強く感じ取ることができると思う。 

○ 「むつ」と「大湊」という２つの地名は、地域住民にとって非常に馴染み深いもの

で、校名にこれらを残す事で「我が町の学校」として存在感を維持できると思う。 

○ この先（１０年後は確実に）、むつ市に１つの高校となる可能性が高いので、その時

に新たな校名を再考、検討すればよい。今は、二つの学校の名を残したいという人が

多いので、むつ市のむつを先に、むつ市の一部の大湊を後にした順で二つの校名を残

す案がいいと思う。 

○ 「むつ」と「大湊」の名を残したいという地域の声を反映。 

○ 同窓会役員会で出た案であること、シンプルでわかりやすい点がふさわしいと思っ

た。 

○ 両校の名前を尊重する形で残すのであれば、「むつ」「大湊」の名前を入れる。 

○ 両校の校名が一番分かりやすく残っている。 

 

 

No. ４ 校名案候補 
むつおおみなと こうとうがっこう 

MUTSU大湊高等学校 

【理由】 

○ アルファベット表記が斬新で未来を見据え魅力的である。 

○ 今の時代にマッチしていると思うから。 

  自分の提案した校名だから。 

○ ローマ字表記に清新の気を込めたい。 
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No. ５ 校名案候補 
むつおおみなとかいふう こうとうがっこう 

むつ大湊快風高等学校 

【理由】 

○・ 新島 襄（にいじま じょう）氏の妻は、会津出身の新島八重（大河ドラマ『八

重の桜』のヒロイン）。会津鶴ヶ丘城を拠点に戊辰戦争にも従軍。 

・ むつ市と会津若松市は、戊辰戦争で敗れた会津藩の復興の地として、むつ市を中

心とする青森県に斗南藩として移封。昭和５９年９月２３日に姉妹都市の締結。両

市の関係性は深い。 

○ 心地よい風が吹きぬける学校のイメージが感じられる。 

○ むつ、大湊の順で現在の名が入っているから。 

 

 

No. ６ 校名案候補 
むつおおみなとそうごうこうか こうとうがっこう 

むつ大湊総合工科高等学校 

【理由】 

○ 「むつ工業」「大湊」両校の名前を残し、それぞれの学校の歴史、伝統を継承する学

校であることを示したい。また、総合学科と工業科を擁する学校であることが示せる。 

○ グローバル化やＤＸ化の進展に伴う産業界のニーズの変化を踏まえ、統合により工

業教育の内容も進化することから、先進的で魅力ある教育活動から得る実践的な「技

術・知識」など、新たな時代を切り拓く学校としてふさわしい名称。 

○ 多彩な学び、両校の名称が残る。 

○ 当たり障りなく両校の名が残り、総合工科として両校の特色をイメージできる。 

○ 総合学科と工業系学科の両方を持つ教育内容を明示し分かりやすい校名。文系・理

系・工業系の多様な学びが可能な学校であること。 

○ どちらの学校のそれぞれの技術を総合工科と名付けているのが良い。 

○ 工業学科・総合学科がある事が分かりやすい。 

 

 

No. ７ 校名案候補 
むつそうごう こうとうがっこう 

むつ総合高等学校 

【理由】 

○ “総合”にすべてのこどもたちの可能性を拓くとの思いを込めたい。 

○ 選んだ他の２つ以外では、一番抵抗がないから。 

○ 短く、シンプル、覚えやすい。 

○ 大湊高校とむつ工業高校の統合ということで、「総合」という言葉がふさわしいと

考えた。 

  また、むつ・大湊とくくるより、シンプルでわかりやすい。 

○・ シンプルでわかりやすい。 

 ・ 今後の情勢の変化にも対応できて良いと思う。 

○ 場所が「むつ」にある総合高等学校なので。 
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No. ８ 校名案候補 
むつそうごうぎじゅつ こうとうがっこう 

むつ総合技術高等学校 

【理由】 

○ 大湊高校の健康福祉系列（福祉コース、家庭コース）、情報ビジネス系列（情報コー

ス、ビジネスコース）とむつ工業高校の工業科は、高等学校における職業教育（産業

教育）と位置付けることができ、新たな知識や技術を総合的に学ぶ学校としてふさわ

しい名称。 

 

 

No. ９ 校名案候補 
むつちゅうおうこうか こうとうがっこう 

むつ中央工科高等学校 

【理由】 

○ むつ市の中央は市内官公庁や商業施設が存在し、日本夜景遺産でもある光のアゲハ

チョウは中央が中心である。在学中に資格を取得し就職を目指すこどもたちのために

工科は外せない。「中央工科」と略せそう。 

○・ 工業学科・総合学科があることが分かりやすい。 

 ・ 各地域に中央高校が存在する、立地の観点からもという理由に納得できた。 

 

 

No. 10 校名案候補 
むつみらいそうごう こうとうがっこう 

むつ未来総合高等学校 

【理由】 

○ こどもたちの可能性を保障するとの思いを未来に込めたい。 

○ 地域の未来を教育で作る学校になってほしい。 

 

 

 

 


